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課題名

試験研
究年次

Ｉ目的

2２特産鶏及び卵肉兼用種の放飼技術

県内の放し飼い養鶏及び平飼い養鶏の実態
分類 ②

２年（完了）

消費者の健康志向に呼応した放し飼いや平飼いによる養鶏経営が行われ

ているので、これら養鶏農家の実態を把握し、普及指導上の参考とする ◎

Ⅱ試験方法

１現地調査県内各農業改良普及所の協力を得て飼養状況を把握

下表の１０戸について、面接による聞き取り調査を実施

飼養品種肉用鶏（特産鶏）卵用鶏卵用鶏

飼養方式舎飼い＋放飼舎飼い（平飼い）舎飼い＋放飼

調査戸数３戸２戸５戸

２調査項目開始年月、開始目的、飼養鶏種、飼養規模、鶏舎構造、飼
青密度、給与飼料、鶏病対策、販売方法、問題点等

３調査時期平成２年１０～１１月、平成３年２～３月

Ⅲ主､要成果の概要

肉用鶏農家は、鶏種を特産鶏に変更したことによって養鶏部門の収益性
が向上することが明らかとなった◎ 。

卵用鶏農家は、 ５００羽程度であれば休耕農地等利用による複合経営の作
目として期待できる◎

１肉用鶏農家はいずれも以前はブロイラーを飼養していたが、鶏種を特
産鶏に変更したことによって１．４～２．０倍程度収益性が向上した。

２卵用鶏農家は、自然生態循環型農業を目指し、低密度平飼い方式で飼
料添加物等無添加の低栄養自家配合飼料と生草あるいは牧草サイレージ
を給与している。自然食品としての鶏卵生産を行い、販売も個人宅配を
原則とする小規模経営が主流である◎

Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表県内の放飼、平飼い養鶏農家数

飼養品種肉用 鶏卵用鶏計

農家戸数１１戸１８戸２９戸

－３１０－



第２表肉用鶏農家の経営事例

ｌ飼養鶏種Ｉまかた地どり７年間収支

２飼養規模年間１２，０００羽餌付け

３放飼開始７０日齢、雑草給与販売収入９００万円

４出荷率平均９８％飼料費４４０万円

５平均体重夏２．６kg、冬３．０ｋｇ 雛代１４６万円

６販売価格生体２７０円／ｋｇ 差引３１４万円

第３表卵用鶏農家の経営事例

１飼養鶏種ポリス・ブラウン（褐色卵）

２ 飼養規模年間羽数で ３３０羽３飼義方式開放式平飼い

４産卵成績年間平均産卵率７５％

５販売方法地域及び個人への宅配９６％、卸し４％

６販売価格１個４０円

７年間収支収入３８０万 円 支 出 １ ３ ０ 万 円 差 引 ２ ５ ０ 万 円

[ 卵 代 ３４０万円］［飼料費８０万円］

[廃鶏代４０万円］［雛代９万円］

[燃料等４１万円］

第４表卵用鶏農家の自家配合飼/料の5配合割合（配合割合％）

配合原料配合 割合配合原料配合割合

二種混合飼料

オガクズ飼料
米ぬか
挽砕大麦

１

４４．６

１４．２

２３．２

３．７

大豆粕

魚 粉

カキ殻
炭カル

5．１

４．１

４．１

１．０

注）① １》
オガクズ発酵飼料：酵素４０９とオガクズ６０kg、米糠６０ｋｇを混

合発酵させる②ＣＰ１４％‐ＭＥ２，６７０ｋｃａｌ（推定値）

③飼料単価約３０円／ｋ９

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１平飼い養鶏や庭先養鶏に関する参考資料として利用できる ◎

２放飼場の鶏糞堆積に起因 する疾病等が発生しないよ

の持ち出しが必要である。

ち

う に、定期的な糞

３小 規 模 経 営 に 対 し て は 、伝染病予防のためのワクチン接種等の実施を

指導する。

Ⅵ、今後の研究上の問題点．

卵用鶏に対する低栄養飼料給与が飼蕊成績に及ぼす影響
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